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（概要） 

本研修会は、自律訓練法の理論の学習と実践の経験はあるものの、他者への指導に不安

を感じている、あるいは自信がもてない会員のスキルアップを目的としたアドバンスト研

修です。 

研修会では、まず本学会が推奨する標準的な自律訓練法の標準練習について、その実施

方法および説明方法を再確認し、初回の導入時に加え、第 2 回以降の指導回で扱うべき内

容について解説を行います。続いて、ロールプレイ形式により第 2 回以降の指導場面にお

ける確認事項、教示内容、指導上の工夫などを体験的に学びます。 

とくに第 2 回以降における練習者の戸惑いや困難に対して、指導者がどのように対応する

かについて体験的に学ぶことで、より自信をもって自律訓練法の指導に取り組めるように

なることを目指します。 

本研修は、〔別表：自律訓練法指導者の研修段階〕における基礎資格取得に必要な「必

須＊」項目の内容を含んでいます。 

 

 

※参加にあたっては、事前・事後アンケートへのご回答をお願いいたします。 

 

 

対象（受講資格）：日本自律訓練学会会員で基礎講習会を受講済みであること 

 

定員：18 名 

 

 

事前アンケート（URL）：https://forms.gle/GnrxC9gx7yF9dPra6 

経験年数や疑問に思っていることを教えてください。 

 

 

 日本自律訓練

学会会員 

日本自律訓練学会有

資格者 1) 

非会員 

基礎講習会 10,000 円 5,000 円 15,000 円 

アドバンスト研修会 

（ステップアップ研修） 

10,000 円 4,000 円 対象外 

1) 日本自律訓練学会有資格者とは，自律訓練法認定士・認定医，自律訓練法専門

指導士・専門指導医のこと 



当日のタイムテーブル（予定） 

 

日時：10 月 12 日（月）9:45～15:30 

会場：日本大学歯学部 会議室(5 階) 

〒101-8310 東京都千代田区神田駿河台 1-8-13 

    

研修内容（担当者） 

9：45～ 概要説明・講師紹介 

9：50～ 標準練習の指導方法と指導のポイント 

 ●初回指導時の導入例  （杉江）（40 分） 

 背景・1～6 公式の教示例 

 ●指導前に考慮しなければならない事柄など （松野）（20 分） 

10：50～ 休憩 

10：55～ ●指導のポイント解説   （富岡）（60 分） 

（インタラクティブに）実際どうやっているかを問いかけながら進めます。 

 受動的注意集中，身体モニタリング，雑念，自己暗示法，言語公式， 

      練習回数，練習時間，姿勢，消去動作，不快な反応，自律性解放（時,所）， 

練習環境  

11：55～ 休憩 

12：45～ ●2 回目以降の指導演習  （富岡，杉江，松野） 

 3 人組（指導者，練習者，観察者）グループワーク 

① 第 2 公式までの指導：5 分実演+5 分振り返り×3 回  （35 分） 

グループでの共有・解説（10 分） 

② 記録用紙を見ながら何を指導するか考える （20 分） 

13：50～ 休憩 

14：00～ ③ 練習記録から指導実技練習：5 分実演+5 分振り返り×3 回 （40 分） 

グループでの共有・解説（10 分） 

14：50～ ④ 全体の振り返りと質疑応答（30 分） 

 

15：20～15：30 修了証授与・講評  （講師全員） 

※16:05～16:35 基礎講習会の質疑応答（任意参加） 

 

 

講師：杉江 征（常葉大学）、松野俊夫（日本大学）、富岡光直（令和健康科学大学） 

 

 

 

 



〔別表〕自律訓練法指導者の研修段階 

レベル 指導レベル 学会資格
資格取得時

の必須項目
期待される習得内容

自律訓練法の理論と方法の概要を理解している

標準練習の方法と効果を知っている

標準練習を体験できている

日常生活で継続的に標準練習を行うことができ

る

資格基準に

準拠してい

ること

大会や研修会に参加し，研鑽を続けている

必須*
受動的注意集中を理解し，それが損なわれてい

ることに注意を促すことができる

必須* 身体感覚へのモニタリング状況を支援できる

必須* 雑念への対処法を指導できる

必須*
他者催眠法にならないような，練習者単独での

練習を促す指導が出来る

必須* 標準練習の各段階を正しく説明・指導できる

必須*
標準的な方法（公式の内容･順序，練習時間，練

習回数，姿勢，消去動作等）を指導できる

必須** 禁忌，準禁忌，非適応に適切に対応できる

必須**
練習中の練習者の不快な反応・苦痛・違和感に

対応した練習方法を提案できる

必須**
練習の時間・場所・姿勢・環境の調整を行い，

日常生活での活用を促すことができる

必須** 自律性解放に適切に対応できる

必須*** 減弱公式を適切に導入できる

必須*** 標準練習による身体的変化を理解している

必須*** 練習を継続することでの効果を理解している

必須***
指導領域に合った練習目標・練習方法をアセス

メントに基づいて設定・計画できる

必須***
練習者の動機付けを維持・亢進させることがで

きる

習得が望ましい
標準練習の方法を正確かつ解りやすく，丁寧に

口頭で伝達することができる

習得が望ましい 標準練習の指導経過を考察し対応できる

習得が望ましい
自律訓練法に関する研究論文を読んで内容を理

解することができる

レベル 指導レベル 学会資格
資格取得時

の必須項目
期待される習得内容

資格基準に

準拠してい

ること

大会や研修会に参加し，研鑽を続けている

必須
標準練習の方法を正確かつ解りやすく，丁寧に

口頭で伝達することができる

必須 標準練習の指導経過を考察し対応できる

必須
自律訓練法に関する研究論文を読んで内容を理

解することができる

必須 多様な事例に柔軟に指導できる

習得が望ましい 上級練習が指導できる

習得が望ましい
自律訓練法に関する研究を計画・実施（公表）

できる

習得が望ましい 指導者を育成できる

 **さまざまな練習者に対応するために習得するべき技能

***資格習得時に習得していなくてはならない技能

基礎

（レベル3）

標準練習を指

導できる

基

礎

資

格

レベル1 指導はしない

設定なし

レベル2

資格保有者の

監督の下で指

導が出来る

上位

（レベル4）

上級練習の指

導・指導者の

育成ができる

上

位

資

格

基礎資格取得を目ざす上での推奨習得順

   *指導者として先ず習得すべき技能


